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研究成果の概要： 
10 カ国（イギリス、ドイツ、フランス、アメリカ、トルコ、インド、タイ、インドネシア、

フィリピン、韓国）の学校で使われている宗教の教科書を翻訳し、それぞれに対する解説論文

を加えて、電子書籍（DVD）の形態で出版した。公立学校に宗教の授業がある国の場合は、そ

の授業で用いられる教科書、ない国の場合は、歴史や公民等の教科書から宗教に関する記述を

抜粋して翻訳した。対象教科書は計 42 冊、解説をあわせての総ページ数は 4,586 ページであ
る。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 
2007年度 3,100,000 930,000 4,030,000 
2008年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

年度    

  年度    

総 計 8,700,000 2,610,000 11,310,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・宗教学 
キーワード：宗教学、教育学、宗教教育、比較教育学、教科書、価値教育、道徳教育、多文化

主義 
 
 
１．研究開始当初の背景 
2005-6 年当時、教育基本法の改正をめぐり、

宗教的情操教育を公教育に導入するかどう
かが議論を呼んでいた。しかし、議論は情操
教育賛成派と反対派の間で硬直しがちであ
った。それは両者ともに宗教教育に対しなん
らかの固定観念を抱いていることが一因と
考えられた。他方、宗教教育の中でも宗教知
識教育は、公教育において可能であるという

のが大方の意見であった。だが、その知識教
育の内容や方法については検討が不足して
いた。 
 その後、2006 年 12 月には教育基本法が改
正され、「宗教に関する一般的な教養」を教
育上尊重するようにという文言が付け加わ
った。これを受けて、新学習指導要領では、
高等学校「公民科」の改善事項に、宗教に関
する学習を充実することが盛り込まれた。そ
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して現在、このことを教科書の改訂にどのよ
うに反映させるかが、教科書作成者を中心に
教育界で検討されている最中である。 
 
２．研究の目的 
本研究はこのような状況を受け、国際比較

を取り入れることにより、「公教育で宗教を
どのように教えることが可能か」について、
これまで国内で前提とされてきたところを
再吟味し、新しい議論の地平を拓き、教育の
内容と方法を提示するために発足した。 
そのために、各国で使われている教科書を

とりあげ、これを研究するだけでなく、翻
訳・出版し、「公教育で宗教をどのように教
えることが可能か」を見直すための基礎資料
として社会に広く提供することを目指した。
教科書はオール・カラーのものが多く、通常
の出版形態ではコストがかかりすぎるため、
電子書籍として、原著の資料的価値を保ちな
がら安価で供給することを可能にした。 
  
３．研究の方法 
対象国の選定については、大きくＥＵ諸国

とＡＳＥＡＮ諸国から数カ国ずつ選び、それ
に日本と同じ政教分離制をとるアメリカ合
衆国、また隣国韓国を加えた。ある程度地域
的つながりのある国を対象としたのは、比較
分析を容易にするためである。 
翻訳する教科書の選定方法については、初

めての試みということで、多様な可能性を掬
いあげるために、選定基準を統一しすぎず、
各国の担当者の自由裁量に多くの部分を委
ねた。このため、選ばれた教科書は、①その
国でもっとも多く使われている教科書（＝該
当国の教育の現状をもっともよく反映して
いる教科書）の場合もあるが、②先進的な教
育理論や方法に基づき、注目を集めた教科書、
③②以外の理由で話題となった教科書の場
合もある。学年も初等教育から中等教育にわ
たる。また、公立学校に宗教の授業がある国
の場合は、その授業で用いられる教科書、な
い国の場合は、歴史や公民等の教科書から宗
教に関する記述を抜粋して翻訳した。 
翻訳作業と同時に、背景となる各国の宗教

教育事情や宗教・社会情勢について調査を進
めた。最終的には、翻訳した教科書を一次資
料とし、各国の宗教教育制度の分析、それぞ
れの教科書の成立過程、内容（各宗教はどう
描かれているか、どのような教育上の工夫が
見られるか、さらにその効果や問題点はどう
か等）、さらにそれらと各国の政治的・宗教
的状況の関係などの分析を行った。 
 

４．研究成果 
10カ国（イギリス、ドイツ、フランス、ア

メリカ、トルコ、インド、タイ、インドネシ
ア、フィリピン、韓国）の公教育用・宗教教

科書の翻訳を完成し、それぞれに対する解説
論文を加えて、電子書籍の形態で出版した
（ただし、インドについては版元から翻訳許
可をとることができなかったため、研究論文
のみを収録した）。対象教科書は計 42冊、解
説をあわせての総ページ数は 4,586ページで
ある。 
 この教科書翻訳と調査を通して得た成果
は多岐にわたるが、①教育界・教育行政に対
する提言的意義、②比較教育学上の学術的意
義、③比較宗教学上の学術的意義、の３つに
分けてその一部を記したい。 
 
①教育界・教育行政に対する提言的意義 
 まず、宗教的情操教育については、イギリ
スやドイツの例がとくに参考になる。日本で
は宗教的情操は、「生命の根源」や「人間を
超えた存在」に対する「畏敬の念」という言
葉で表わされてきた。新学習指導要領にもと
づく、倫理科への改善事項にも、「生命に対
する畏敬の念」を目標に加えよという項目が
ある。これは、昨今の青少年による凶悪犯罪
や自殺・自傷事件への対処として、「自己中
心的な姿勢を改め、命を授かったものと考え、
ありがたいという謙虚な気持ちをもてば、自
他の生命を容易に危険にさらすことはなく
なるだろう」という発想からきたものである。 
 ところが、イギリスでは宗教的情操に関す
る発想がほぼ逆である。イングランドの宗教
科の学習指導要領に該当する（ただし拘束力
はない）ナショナル・フレームワークには、
宗教科の中心的関心は、生徒の「自尊心（自
己価値）」を高めることと記されているので
ある。 
（注：イギリスには「宗教的情操」という言
葉はなく、この部分は、宗教教育が推進する
「諸価値」についての説明の過程で現れる。
純粋な知識教育ではなく人格育成に関わる
という点で、この部分を日本の情操教育に対
応する部分とみた。 
なお、基本情報を補足すれば、国教制をと

るイングランドでは宗教科が現在も小・中学
校で必修であり、制度的には日本と大きく異
なるように見えるが、実態としてはその宗教
科は一方的な思想教育ではなく、多様な価値
観を前提とした市民性教育的な色彩の強い
ものである。すなわち、政教分離制の国であ
っても、問題なく受け入れられうるような内
容の授業が展開されている。つけ加えれば、
イギリスには道徳科はなく、宗教科がその役
割を果たしてきた）。 
イギリスでも青少年の凶悪犯罪は社会問

題であり、ロンドン地下鉄のテロ事件も記憶
に新しい。だが、そのような事件は、へりく
だる気持ちよりも、自尊心をもたせ、疎外感
を減じることによって対処できると考えら
れているのである。また、生徒のなかには無



 

 

神論・無宗教の児童もおり、そのような生徒
に対しても宗教科の授業は開かれているべ
きだという意識があることも、「大いなる存
在への畏敬の念」よりもまず「自尊心」が中
心に据えられる一因である。 
つまり、「宗教的情操」の内実をどうとら

えるかは、「宗教とはなにか」「宗教教育はど
うあるべきか」に関する理解よりも、青少年
犯罪や自殺などの社会問題の原因に対する
理解によって左右されているのではないか
ということが、比較研究によって明らかにな
った。 
イングランドの宗教科教科書もその多く

はこのナショナル・フレームワークと同じ発
想に立ち、畏敬の念を強制するのではなく、
多様な信仰（ないし無神論という立場）に立
つ生徒たちが、相互に尊重しつつ、自分の信
仰への自覚を深め・鍛えることができる内容
になっている。いいかえれば、「主体的に考
える力」をのばす内容であり、日本の教育・
教科書作成にも大いに参考になるものであ
る。 
 ドイツにも公教育に宗教科が、旧東独圏に
はＬＥＲ科（生活形成・倫理・宗教科）が存
在する。宗教科は宗派に分かれるが、旧来の
宗派教育から、イギリスに近い、「主体的に
考える」ための宗教教育・教科書に移行して
いる。なお、ドイツもイギリスも、宗教科の
授業で特定の教科書を用いないというケー
スは多々あるようだが、上記のような、宗教
的情操教育に関する発想の違いは、教科書の
なかに止まるものではなく、実際の教育現場
にも存在するものと考えられる。 
 
 次に、宗教知識教育については、日本の高
校「倫理」「世界史」教科書におけるキリス
ト教、イスラム、仏教の記述が、他国の教科
書にみられるそれらと異なっている点を明
らかにした。いわゆる三大宗教については、
基礎的な理解は今では世界的に共有されて
いる、少なくとも欧米諸国と日本の教科書で
は同じような説明がなされているのかとい
うと、実は大きな違いがあることがわかった
のである。 
 日本の「倫理」教科書は、「先哲に学ぶ」
という観点から書かれているため、それぞれ
の開祖を偉人として描き、それゆえに先行す
る宗教、すなわちユダヤ教やヒンドゥー教を
問題視したり、軽く扱ったりという傾向が著
しい。また、「倫理」にしても「世界史」に
しても、一種の階級史観から三大宗教を正当
化しようとする（社会の民主化を進めるため
に新たな宗教が登場したのだという）解釈が
強い。 
 これに対して英米独仏の教科書に共通し
ているのは、ユダヤ教のとりあげが大きく、
かつ肯定的である点である。これはユダヤ人

差別・ホロコーストに対する反省から生じた
ものと考えられるが、より広くは多文化主義
教育の一環として、諸宗教を優劣つけずにで
きる限り平等に扱うという方針によるもの
である。それはまた、「民族宗教」対「世界
宗教」というカテゴライズをしない、階級史
観による特定の宗教の正当化を行わないと
いう特徴にも繋がっている。 
 この研究組織として指摘したいことは、諸
宗教に関して、決して世界統一の解釈が必要
だというわけではないが、日本の教科書にお
ける宗教の記述はこの数十年見直されてい
ないのではないか、ある種の価値観や神学的
立場を無意識に踏襲したままでよいのかと
いう問題である。しかしながら、こういった
発見を日本の教科書に反映させるのは、簡単
ではない。教科書作成には、現場の教師の教
えやすさなど、さまざまな事情が絡むためで
ある。多文化共生を意識し、主体的に考える
力を養う宗教・教科書は、さしあたりは検定
を受ける一般的なものではなく、別の形で実
現するしかないであろう。 
 
②比較教育学上の学術的意義 
 先行研究である江原武一編『世界の公教育
と宗教』（2003 年）では、「（公教育における
価値教育は、）一般的には欧米等の先進諸国
では市民性教育や多文化教育、あるいは自律
的な価値判断を育成する教育という側面が
強く、アジア等の発展途上国では道徳教育や
宗教教育、あるいは国民統合の手段としての
教育という色彩が強い」という見解が示され
ていた。本研究では、10 カ国の宗教教科書を
比較した結果、（広く価値教育ではなく）宗
教科自体にも、先進諸国と途上国では、教育
の特徴にそのような違いが見られることを
確認した。 
ただし、より詳細に分析するならば、たと

えばフランスの歴史教科書や公民教科書は、
一見多文化主義を装いながらも、マクロな歴
史観・世界観はナショナリスティックであっ
たり、あるいはアジア各国の教科書に、再帰
的な記述がところどころにあったり（たとえ
ば、「仏教の教えの学習はなぜつまらないの
だと思いますか」と生徒に直截に問いかけた
り）、他者に対する寛容が重点的に説かれた
りと、単純な二分法ではとらえられないこと
がわかった。 
 
③比較宗教学上の学術的意義 
 近年、宗教学では、西洋近代的な「宗教」
概念を自明の前提とせず、それを相対化しつ
つ比較研究を行うことが試みられている。そ
の観点からは、アジア諸国の教科書がとくに
注目に値する。 
たとえば、日本の宗教教育は、開祖伝から

始まり、その思想（教義）の理解に進み、と



 

 

いうのが、宗教立学校の宗教科にも、公立学
校の倫理科にも共通する一般的な方法だが、
他国では必ずしもそうではないことがわか
った。インドネシアの小学 1年生用の宗教科
（イスラム）教科書には、開祖ムハンマドが
まったく登場しない。中心はクルアーン読誦
の練習、そして戒律・道徳律・生活規律のシ
ミュレーション型ドリル練習である。「規則
に従うこと」としての宗教観が根底にあるこ
とが窺われる。 
 また、タイの宗教科（仏教）教科書には、
公教育をはじめとする公共的な社会活動に
関わる仏教の姿が描かれている。タイでは仏
教が公共的な存在であるためだが、そのタイ
の観点から日本の仏教をみるとどうなるか
ということも教科書は示唆している（中学用
教科書だが、日本や韓国の仏教に関する、あ
る程度詳しい記述がある）。大乗仏教は上座
部仏教と教義がどう異なるのかという、思想
面に終始するのではなく、現代社会のなかで
の日本の仏教の役割に言及が多々及んでい
るのである。 
 他に挙げれば、欧米諸国の教科書は、イス
ラムについて説明するときに、ジハードの概
念や女性差別の問題をクローズアップし、イ
スラムを擁護しようとしたり、9.11 後はそれ
への修正が試みられたりということがある
が、訳出したイスラム圏の教科書、インドネ
シアとトルコの宗教科の教科書には、ジハー
ドへの言及自体がなかった。こういった相違
点については、その背景を調べることが今後
の課題である。 
 
 研究メンバーは全員日本の研究者だが、
2006 年度には国際シンポジウム「宗教教科書
の国際比較」を開催し、外国の専門家と研究
交流を行った。招聘したパネリストは、ロバ
ート・ジャクソン（英国ウォリック大学ウォ
リック宗教・教育研究ユニット教授）、金鍾
瑞（ソウル大学宗教学科教授）、ユルゲン・
ロット（ドイツ・ブレーメン大学宗教学・宗
教教育インスティチュート教授）、リンダ・
ペンカワー（米国ピッツバーグ大学宗教学科
助教授）である。パネリストの発表論文、デ
ィスカッションのプロシーディングスはす
べて、翻訳教科書とともにＤＶＤに収録した。 
  
翻訳した各教科書は、各国の宗教的慣習に

ついても知ることができるため、海外駐在員
等、現地で暮らそうという人にも役立つ内容
となっている。このため、タイの教科書に対
しては、財団法人・日本タイ協会やバンコク
日本人商工会議所が関心を示し、訳出した矢
野秀武氏の教科書紹介文を機関誌に掲載し
た。さらに、タイの教科書の出版元は、矢野
氏による日本語訳をタイでも出版している。
その他海外での反響としては、トルコの宗教

科（道徳科）教科書が日本語に翻訳されたこ
とが、トルコのいくつかの新聞でとりあげら
れるということがあった。 
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American Academy of Religion, 2009.11. カ
ナダ・モントリオール 
 



 

 

 
〔図書〕（計２件） 
 
①世界の宗教教科書プロジェクト（中心とな
った翻訳・解説執筆者は阿部貴子、市川誠、
川瀬貴也、久保田浩、澤田彰宏、伊達聖伸、
寺戸淳子、西野節男、藤原聖子、古田富建、
穂積武寛、宮崎元裕、矢野秀武、山梨有希子）
『世界の宗教教科書』大正大学出版会 2008
年 4586ページ（電子書籍・DVD） 
 
②Robert Jackson & Satoko Fujiwara (eds)  
Peace Education and Religious Plurality: 
International Perspectives, Routledge, 
2008. 113ページ 
 
 
〔その他〕 
 
成果である『世界の宗教教科書』DVD が以
下の各紙で報道された 
「大正大学 宗教教育の可能性を探る」『キ
リスト新聞』2009年 6月 13日 1面 
「『世界の宗教教科書』DVDとして刊行」『佛
教タイムス』2009年 6月 4日 2面 
「世界の宗教教科書翻訳・解説 DVD」『神社
新報』2009年 6月 8日 6面 
「世界の宗教教科書を解説」『日本教育新聞』
2009年 6月 21日 1面 
 
 
トルコのニュース「宗教の教科書が日本語に
翻訳された」2008年 11月 29日 
http://www.samanyoluhaber.com:80/
sondakika-127618.html 
 
大正大学総合宗教研究所の HPにおいて、成
果である DVDを紹介 
http://rbunkashi.web.fc2.com/textbo
ok.html 
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